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こんにちは。関西米山学友会会長を務めてお

ります、中国・内モンゴル出身の呉 偉偉と申し

ます。

今年、関西米山学友会は40周年という大きな

節目を迎えました。これまで長きにわたり、ロー

タリアンの皆さま、そして多くの学友・奨学生の

皆さまの温かいご支援によって活動を続けてこら

れたことに、心より感謝申し上げます。

私は2007年に中国・内モンゴルから来日し、

青森大学に在学していた2010年から2011年に

かけて、米山奨学生としてご支援をいただきまし

た。言葉や文化の違いに戸惑う中、ロータリアン

の皆さまとの交流は、日本社会を理解するうえで

かけがえのない学びの機会となり、私の人生にお

いて大きな転機となりました。

奨学期間が終わった後、仕事の関係で関西に

移り、学友会活動を通じてさらに多くの出会いや

経験を重ねてまいりました。その中で、「米山の

絆」は生涯にわたるご縁であることを深く実感し

ております。

米山奨学金制度は、他の奨学金制度とは一線

を画す、まさに唯一無二の存在です。経済的な支

援にとどまらず、「国境を越えて人と人とが理解

し合い、友情を育みながら、次世代の国際人を育

てる」米山奨学金こそが、平和をつくるための本

当に素晴らしい奨学金制度であると私は確信して

おります。

現 在 、 世 界 に は 4 3 の 米 山 学 友 会 が あ り 、

24,000人以上の学友がそれぞれの母国と日本と

のつながりを大切にしながら、各国でリーダーと

して活躍しています。その中で、世界で3番目に

設立された関西米山学友会の会長という重責を担

わせていただけることを、たいへん光栄に思って

おります。

多くの優秀な学友たちとともに活動を牽引す

るプレッシャーも感じつつ、役員の皆さんと力を

合わせ、関西米山学友会をさらに盛り上げていき

たいと決意しております。

本年度のテーマ「広げよう・米山の絆」のも

と、私たちは地域や世代を越えたつながりを意識

しながら、さまざまな活動を展開してまいりま

した。その一つが、国際ロータリー第2610地区

（富山・石川）の米山学友会と協力し、能登半島

地震で被災した子どもたちを支援する寄付活動で

す。遠く離れた地域の仲間と心を一つにして取り

組むことで、米山学友ネットワークの温かさと力

強さを改めて感じることができました。

また、ローターアクトクラブの例会やイベン

トにも積極的に参加し、次世代を担う若者たちと

の交流を通じて、米山の理念や活動の魅力を共有

しています。受け継がれてきた「絆」を次の世代

へつなぎ、共に未来を築いていくことこそが、今

の私たちにできる最も大切な役割であると感じて

おります。

そして現在、2025年大阪・関西万博が開催

され、国内外から多くの人々が日本を訪れていま

す。この国際的な機運の中で、米山学友会もまた、

人と人とのつながりを通じて、文化や価値観の違

いを超える役割を果たしていきたいと考えていま

す。

最後になりますが、40年の歴史を礎に、私た

ちはこれからも「米山の絆」を未来へと広げ、平

和で持続可能な社会の実現に貢献していきたいと

考えております。そして、その想いに共感してく

ださる学友やロータリアンの皆さまとともに、こ

れからも一歩一歩、歩みを進めてまいりたいと

願っております。

「広げよう・米山の絆」 
—未来へつなぐ学友の力—

米山奨学金学友会　会長
2010-2011
青森東RC
中国 

呉　偉偉
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米山奨学生学友会（関西）の皆さん、

40周年おめでとうございます。そして、

いつも地区の様々な活動でお世話にな

りありがとうございます。

奨学生のオリエンテーションやレ

クリエーション、面接や終了式など当

地区のあらゆる米山奨学生に関わる行

事は、学友会（関西）の力無しには成

り立たちません。私たちロータリアン

が担う「世話クラブ」や「カウンセ

ラー」の制度は良いものですが、どう

しても奨学金を間に挟むため、奨学生

にとってはちょっと重いものになりが

ちです。しかし学友会の「メンター制

度」で「お姉さんやお兄さん」のよう

な話やすい先輩ができ、より相談しや

すい環境を作れていると感謝していま

す。

学友会の皆さんの「米山の愛」が奨

学生に伝わり、またその奨学生達が米

山の「絆」を引き継いで行ってくれて

いると感じています。

　学友会（関西）は、以前から熱心

に災害時の復興支援にも取り組んで頂

いていますが、今年度は、国際ロータ

リー第2610地区米山奨学生学友会と組

み、能登半島の復興支援をして頂きあ

りがとうございました。また、2回目

となった10月の「END POLIO NOW 

FES」では、フードコート担当とし

てフェスを盛り上げて頂き感謝してい

ます。それぞれの青少年グループが手

探りしながら事業を進める中、米山奨

学生学友会（関西）が良いお手本とな

り推進出来た様に感じます。今後とも、

当地区のロータリーファミリーの潤滑

剤として、また米山奨学生のみならず、

青少年グループ全般の大先輩としての

活躍を期待していますので、どうかよ

ろしくお願いいたします。

　20年にわたり学友会（関西）の

リーダーの一人として活躍された林小

微さんが昨年末に急逝されたこと、大

変残念です。しかし、彼女が永年学友

会（関西）のみならず米山奨学会に残

されたご功績は、決して失われること

はありません。これからも多くの奨学

生に受け継がれていくと確信し、ご冥

福を心からお祈りしたいと思っていま

す。

　林さんの想いを胸に、米山奨学生

学友会（関西）の皆様方の今後ますま

すのご活躍、学友会（関西）のご発展

を心よりお祈りしています。

ガバナーからの祝辞

国際ロータリー第2660地区 
2024‐25年度  
ガバナー　 
大阪東RC

大橋　秀典
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米山奨学生学友会（関西）
40周年メッセージ

謹んで、米山奨学生学友会（関西）

の創立40周年を心よりお祝い申し上げ

ます。この節目の年を迎えるにあたり、

貴会が長年にわたり築いてこられた輝

かしい歴史と、国際交流および社会貢

献への揺るぎない献身に、深い敬意を

表します。 また、平素より米山奨学

事業に多大なるご理解とご協力を頂き

ありがとうございます。 米山記念奨学

金は、ロータリーの創始者であるポー

ル・ハリスが提唱した「超我の奉仕」

の精神を体現する事業であり、国際的

な人材育成を通じて平和と相互理解を

促進することを目指しています。米山

奨学生学友会（関西）は、奨学生OB・

OGが互いに支え合い、地域社会や国際

社会に貢献する活動を展開してこられ

ました。特に、関西ならではの温かさ

と多様性を活かした交流活動は、多く

の人々に感動と希望を与え、米山の理

念を具現化する素晴らしい実績を残し

ています。 40年間という長い年月、貴

会は奨学生としての経験を糧に、世代

を超えてつながり、互いを励まし合い

ながら、数々の意義深い活動を推進し

てこられました。 奨学生選考会、オ

リエンテーション、レクリエーション

等の奨学生関連事業につきまして　ス

ムーズな運営へのご協力　大変感謝し

ております。また、地区大会、ポリ

オデーイベント等の地区関連行事に

関しましても積極的にご参加いただ

き、RACをはじめ、ロータリー学友と

の交流も益々広がっていくと期待して

おります。 地区米山奨学委員会として

も、貴会の活動に心から感謝申し上げ

るとともに、今後も引き続き連携を深

め、米山の精神を未来へとつなぐパー

トナーとして共に歩んでまいりたいと

存じます。40周年という記念すべき年

を機に、貴会がさらに飛躍し、新たな

挑戦を通じて、より多くの人々に希望

と絆を届ける存在となることを確信し

ております。 結びに、米山奨学生学

友会（関西）の皆様のご健康とご多幸

を心よりお祈り申し上げますとともに、

貴会の今後ますますのご発展を祈念し、

40周年のお祝いの言葉といたします

国際ロータリー第2660地区　
2024‐25年度 
米山奨学委員会委員長 
大阪城北RC

辻本　啓之
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彼女は大学で電子情報工学を専攻し

ている事もあり、1か月に１回の当クラ

ブでの米山奨学生報告ではよく専門の

話をしてくれました。難しい専門の話

をされても私たち門外漢にはさっぱり

わからないのは彼女も分かっているの

で、俯瞰的に見て、こういう技術がど

のように人間の役に立ち、幸福な社会

を作れるかと言う風に話を易しくまと

めます。彼女のように人と人との関係

をうまく調和でき、共同体で生きるこ

との大切さを知っている人こそ、これ

からの先進的な技術を開発すれば、そ

の技術は真に社会に貢献できるものに

なると思っています。

彼女とは親子以上に歳の差がありま

すが、話していてとにかく自然なので

話が尽きることがありません。これは

よく留学生で同じ国の出身者ばかりが

集まり、何年たっても日本語が正確に

話せない人がいる中、彼女は2年前初め

て会った時に自分はあえて同じ国の友

人を作らず、日本人の

友人の中に身を置くように努力した

と言っていました。彼女の日本語が文

法、語彙の使い方の正しさ、外国人と

思わせない人間関係における気の使い

方など努力の結果だと思います。これ

らのことから彼女はきっと素晴らしい

家庭で育ってきたお嬢さんだと思いま

す。Being born with a silver spoon in 

her mouth.と言う言葉がありますがこ

れもまたまさに彼女に当てはまること

だと思います

彼女のカウンセラーを２年間やりま

したが、我がRCの会員との交流も経て、

より成長されたと感じております。

私も今期でカウンセラーの役は終わ

りですが、またいつか役が回ってきた

ときは喜んでやりたいと思っておりま

す。

米山奨学生ガテイさんとの交流を通じて

交野RC 
カウンセラー
2023-2025
米山獎學生 姜　雅婷 

嶋田　健一
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私は、公益財団法人ロータリー米山記

念奨学会の奨学生として支援を受ける中

で、学業だけでなく人間的にも大きく成長

することができました。この奨学金制度が

単なる経済的支援に留まらないことを、大

阪・吹田の地で体感した１年間は、日本の

「おもてなし心」と世界の多様性が交差す

る奇跡的な日々となりました。 特に印象

深かったのは、ホストクラブである「吹

田ロータリークラブ」の皆様との交流で

す。毎月第1木曜日の例会で頂く老舗料亭

「松葉屋」の桜餅の甘さが、今でも記憶

に残っています。人生の大先輩方の言葉の

一つひとつが、私の進路に深い陰影を与え

てくれました。グリーンワルト財団の岡本

様が紅茶のカップを傾けながら語られた

「GO INTERNATIONALな時代に必要なの

は、異文化へのリスペクトだ」という言葉

は、研究ノートの表紙に金文字で書き留め

ています。経営者の富永様が「仕事はやる

ときに一生懸命やるのが大事」と語られて

いた姿からは、誠実に物事へ取り組む姿勢

を学びました。 このような交流を通じて、

自分の価値観や将来のビジョンが次第に変

化していくのを感じました。当初は「日本

で化学研究者になること」を目指していま

したが、多様な考え方に触れる中で、「世

界からも認められるような研究者になる」

という、より広い視野を持つようになりま

した。 RYLA（ロータリー青少年指導者養

成プログラム）での経験は、まさに多様性

の祭典でした。ドイツ出身の方からベトナ

ム出身の仲間まで、さまざまな国の米山奨

学生と出会い、共に語り合った時間は、私

の人生の宝物です。夜遅くまで談話室で交

わした議論では、教育制度の違いや文化の

比較について、時に激論を交わしながらも、

「多様性こそが解決策を生む」という共通

認識にたどり着きました。特に心に残って

いるのは、参加者たちが母国語で「ありが

とう」と教えてくれた30か国語の表現を

まとめた「ありがとう集」です。私はそれ

を自分の研究ノートの表紙に貼っており、

研究に行き詰まったときや迷ったときに、

それを見ることで励まされています。国籍

や言葉を超えたつながりの力を、実感する

瞬間でもあります。 また、地域の清掃活

動やチャリティイベント、異文化交流イベ

ントなどの社会活動にも参加し、自国の文

化を紹介する機会もありました。自分の活

動が少しでも地域社会の役に立つことを実

感し、社会に貢献する喜びを学びました。 

米山奨学金から得た最大の教訓は「知性は

与えられるものではなく、分かち合うも

の」という気付きです。米山奨学金を通じ

て得た経験は、私の人生においてかけがえ

のない財産です。支援してくださったロー

タリークラブの皆様への感謝の気持ちは尽

きません。 今後は、学んだ知識と経験を

生かして社会に貢献し、将来的には自分も

次の世代を応援できる立場になれるよう、

努力を重ねていきたいと思っています。そ

して、常に「奉仕の精神」と「国際的な視

点」を胸に抱きながら、世界に貢献できる

研究者を目指して、一歩一歩、歩み続けて

まいります。

奨学生としての学びと成長

2024-2025
インドネシア
吹田RC

EDRIC WILBERT
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2021年度から関西米山学友会のメ

ンターを務めさせていただいておりま

す。初めてのメンター経験で不安も

ありましたが、「相談相手として寄

り添い、メンティーの成長を支える

こと」を目標に活動を続けてきまし

た。昨年度は新規奨学生3名と継続奨

学生1名と共に、学びと交流の機会を

大切にしながら、絆を深めています。 

ご縁を育む小さな一歩 

2024年4月の奨学生オリエンテー

ションにおいてLINEグループで自己

紹介をし、5月の米山勉強会の後で食

事会を企画しました。メンティー達

の緊張を解くため、研究テーマや趣

味について語り合う時間を作りまし

た。最初は遠慮がちだったメンティー

たちが、次第に笑顔で会話を楽しむ

姿を見て、「異文化の架け橋」とし

てのメンターの役割を実感しました。 

四つのテストと
「みんなのため」の精神 

尊敬するロータリアンから教わっ

た「四つのテスト」、特に「好意と友

情を深めるか」「みんなのためになる

か」を意識し、年間２回の食事会を開

催しました。関西在住のメンティー同

士が自然に助け合う関係になったこと

は、何よりの喜びです。

 
メンター活動で得た気づき 

メンティーからは「研究の進め方」

「日本での生活相談」などの質問を受

ける一方、彼らの柔軟な発想や逆境に

負けない姿勢に私自身が多くを学びま

した。

 
未来への願い 

米山奨学金の理念である「奉仕の

精神」と「国際理解」は、メンター活

動を通じてさらに深く胸に刻まれまし

た。これからもメンティーたちが自信

を持って活躍できるようサポートし、

彼らが将来、今の私のように「与える

喜び」を感じられるよう願っています。

最後に、このような機会を与えてくだ

さったロータリークラブの皆様、関西

米山学友会の仲間に心から感謝申し上

げます。

メンティーと紡ぐ、小さな一歩からの絆

2019-2021
中国 
宮崎北RC

趙　航
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期待と微かな不安を胸に、米山奨学

生として迎えられたあの日から早一年。

過ぎ去った日々を振り返るたび、温か

い記憶が蘇り、自然と笑みがこぼれま

す。 初めての 異国での生活で、慣れな

い環境に戸惑い、授業や日常生活に適

応することに精一杯でした。そんな中、

米山奨学生としての機会を得て、大き

な支えとなったのが、グループのメン

ターと、同じ志を持つ心強い仲間たち

でした。メンターは太陽のような温か

さで、私の不安を和らげてくださいま

した。同じ奨学生として出会った仲間

たちも、言葉や文化の壁を越え、夢や

悩みを共有し合える心強い存在です。

また、米山での活動を通じて、故郷

ミャンマーの文化や魅力をより多くの

人々に伝えたいという思いを強く抱く

ようになりました。その思いが結実し

た出来事の一つが、2024年7月に開催

された米山総会でした。総会において、

メンターのおかげで私はミャンマーの

伝統的な水かけ祭りの踊りを披露する

機会を得ることができたのです。鮮や

かな民族衣装を身にまとい、日本の皆

様だけでなく、世界各国から集まった

米山奨学生の仲間たちと共に踊った時

の高揚感は、今も鮮明に心に残ってい

ます。

また、これまで数多くのロータリー

米山奨学活動に参加させていただき、

光栄にも米山バンドの一員として活動

させていただいております。言葉や国

の壁を越え、音楽を通して皆様と心を

繋ぎ、楽しい時間を共有できたことは、

私の留学生活において、決して忘れる

ことのできない大切な思い出です。

「自分のできることを広げ、そこ

から周りの人たちを支えよう。そして、

自分の夢を叶えてくれている、日本と

母国を繋ぐ架け橋になろう。」これは、

私が日本での生活を通して強く心に刻

んだ思いです。いつか、私が受けた恩

を、今度は誰かに返していけるように。

そして、私の第二の故郷となった日本

と、愛する故郷ミャンマーの架け橋と

なれるように。これからも感謝の念を

胸に、邁進して参ります。

メンティーとして「言葉を超え、心で繋がる」

2024-2025
ミャンマー
大阪ユニバーサルシティRC

AYE NYEINT KO
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2024年4月、光栄なことに米山奨

学生として選ばれ、中之島ロータリー

クラブに所属し、毎月の例会やイベン

トに参加してきました。しかし、奨学

生同士の交流は大きなイベントのとき

に限られ、普段はあまり接点がありま

せんでした。そんな中、心の拠り所と

なったのが「米山バンド Y.S.I」です。

このバンドは、泉ガバナーをはじめ、

坂田先生や多くの関係者の方々のご支

援のもと、様々な国から集まった留学

生たちによって結成された、大人数の

バンドです。メンバーは10人以上おり、

それぞれ忙しいスケジュールを調整し

ながら、音楽を通して楽しい時間を共

有しています。楽器初心者やバンド初

心者のメンバーも多いため、互いに教

え合いながら、日々上達していく様子

がとても励みになっています。

米山学友会のイベントや、さまざま

な行事でパフォーマンスする機会も多

く、本番に向けて隔週土曜日に泉ガバ

ナーの事務所に集まり、練習に励んで

います。私は主にアコースティックギ

ターを担当していますが、バンド活動

を通じて新たな楽器にも挑戦する機会

に恵まれました。現在は、ベーシスト

としてエレキギター、ドラム、ピアノ、

バイオリン、ボーカルと一緒に曲を練

習しています。これまでに演奏した曲

には「M」「虹」「Stand by me」な

どがあり、今後は「小さな恋のうた」

「大不正解」といったJ-POPにも挑戦

する予定です。

米山バンドは、音楽の楽しさだけで

なく、国境を越えた友情や協力の大切

さを教えてくれる、私にとってかけが

えのない場所となっています。これか

らもメンバーとともに成長し、よりよ

い音楽を届けられるよう頑張っていき

たいと思います。

米山バンドについて

2024-2026  
台湾
大阪中之島RC

劉　德瑜
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2025年 1月18日、私たち米山関西

学友会は、ロータリー米山記念奨学金

の新奨学生選考会に、ヘルパーとして

参加する機会をいただきました。かつ

て奨学生としてこの選考の場に立った

私たちが、今回はその舞台の裏側から

次の世代を支える役割を担ったのです。

当日は多くの応募者が、緊張と希

望の入り混じった表情で会場を訪れま

した。私たち学友会は、受付業務をは

じめ、会場への誘導や選考に関する説

明などを担当し、応募者が安心して選

考に臨めるよう心を込めて対応しまし

た。面接やグループディスカッション

はロータリアンの皆さまによって真摯

に行われ、その姿は私たちにも大きな

学びを与えてくれました。

この選考会では、私たち学友会と

ロータリアンが一体となって運営にあ

たることで、米山奨学金が経済支援で

あるとともに、人と人とのつながりを

育む場でもあることを改めて実感する

ことができました。応募者一人ひとり

に向き合うロータリアンのまなざしか

らは、将来の国際社会を担う人材を本

気で育てようとする強い意志が伝わっ

てきました。

私たちにとってこの日はいわば「恩

返し」の時間でもありました。自分た

ちが受けた支援を、今度は次の世代に

渡していく。そのバトンが手渡される

瞬間に立ち会えたことを誇りに思いま

す。

米山奨学金が築いてきた「絆」は、

こうした機会を通して今も着実に広

がっています。これからも私たち学友

会は、奨学生とロータリアン、そして

地域社会を結ぶ橋として、役割を果た

していきたいと願っています。

新たな一歩を支える日 
 ― 1月18日の選考会を通して」

2020-2022  
ネパール 
大阪西北 RC

SHRESTHA, SUMAN
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オリエンテーション

2024年4月3日に、2660地区の新規奨学

生オリエンテーションが開催されました。

関西米山学友会からは頼会長をはじめ、

10名の学友が運営のお手伝いに参加しまし

た。

今年度は、11の国と地域から35名の新規

奨学生と、18名の継続奨学生、あわせて53

名の奨学生を迎えることができました。また、

米山奨学金制度は今年度、支援対象が131の

国と地域から133の国と地域に拡大されたと

のことです。

オリエンテーション当日は、新規奨学生

の皆さんにとって、自分のカウンセラーと初

めて対面する日であり、同時に「メンター」

とも初めて顔を合わせる日でもありました。

この「メンター制度」は2660地区の米山学

友会が独自に始めた取り組みで、経験豊富な

先輩学友たちがメンターとして、奨学生たち

（メンティー）をサポートします。1人のメ

ンターが3～4名のメンティーを担当します。

カウンセラーが“お父さん・お母さん”的

存在であるなら、メンターは“お兄さん・お

姉さん”的存在です。カウンセラーに対して

どのように接すればよいか、クラブ例会に参

加する際の注意点など、直接聞きづらいこと

をメンターに相談することができるので、よ

り安心してロータリーファミリーに馴染むこ

とができます。こうして、楽しく充実した奨

学生期間を過ごすことができ、さらに終了後

には、先輩たちのように後輩の支えになりた

いと思ってもらえることを願っています。実

際に、前年度の奨学生の中には「自分もメン

ターになりたい」と申し出てくれた方もいま

した。

懇親会の際、奨学生とカウンセラーが和

やかに会話をしている姿を見て、私自身が

初めて奨学生として参加した日のことを思

い出しました。世界中に85億人もいる中で、

まったく接点のなかった2人が米山記念奨学

金を通じて出会い、家族のような関係になっ

ていくというのは、宝くじに当たるよりもは

るかに奇跡的なご縁です。このご縁をどうか

大切にしていただきたいと、改めて感じまし

た。

米山奨学金事業の素晴らしさを再認識し

た、心温まる一日となりました。

米山奨学金学友会　会長 
2010-2011
中国
青森東RC

呉　偉偉
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私は西南ロータリークラブにお世話に

なっている王怡静です。関西大学文化交渉学

専攻博士後期課程の3年生です。

2024年5月18日、大阪日本語教育セン

ターで開催された「ロータリー・米山勉強

会」に参加しました。これはオリエンテー

ションの後、奨学生の皆さんと一緒に参加す

る、最初の行事でした。当日は、学友会の会

長をはじめ、地区の学友、先輩方、そして奨

学生の皆さんがとても親切に接してくださり、

初めての参加にもかかわらず、私はこの「大

家族」のような温かい雰囲気をすぐに感じる

ことができました。

今回の勉強会を通じて、私はロータリー

と米山記念奨学金制度について、より深く知

ることができました。奨学生の皆さんにとっ

ても、同様に有意義な学びの機会になったこ

とと思います。とくに印象的だったのは、質

疑応答のセッションで、頼さんがとても親し

みやすく、ユーモアを交えた語り口で、ロー

タリーと米山記念奨学金制度の大切なポイン

トを、楽しくわかりやすく説明してくださっ

たことです。また、地区奨学委員会の辻本委

員長からのお話では、会場全体がさらに一体

感を増し、学びへの意欲が高まったように感

じます。この勉強会をきっかけに、私は今後

の奨学生生活にますます期待を抱くようにな

り、ロータリーと米山記念奨学金制度への理

解と感謝の気持ちがより一層強まりました。

勉強会の後半では、「感謝祭を企画しよ

う」というテーマのもと、奨学生たちはいく

つかのグループに分かれて、積極的に意見を

交換しました。国籍や地域、文化の異なる仲

間たちと一緒に、感謝の気持ちを表すイベン

トを企画するという体験は、まさに米山奨学

金ならではの貴重な機会であり、「奇跡」と

も言える出会いだったと思います。発表の場

では、どのグループもそれぞれの個性と創意

工夫を活かし、自信をもって自らのアイデア

を発表していました。私はその姿に大きな刺

激を受け、自分自身もより積極的に行動して

いこうと心に誓いました。

今回の勉強会を通じて、私たちが「巨人

の肩の上に立って世界を見ている」幸運な世

代であることを、あらためて実感しました。

だからこそ、今の生活を当たり前と思わず、

与えられた機会に感謝し、自分にできること

を一つひとつ丁寧に積み重ねていきたいと思

います。そしていつか、私自身もロータリア

ンの皆さまのように、次の世代にとっての

「巨人」となれるような存在を目指して、努

力を続けてまいります。

勉強会を終えての振り返り　

2024-2025  
中国 
大阪西南 RC

王　怡静
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2024年7月7日、七夕の日に「2024年度

米山総会および新規奨学生歓迎会」を開催い

たしました。

七 夕 と い う 特 別 な 日 に も か か わ ら ず 、

200名以上の方々にご参加いただき、大変盛

況な総会となりました。

この総会において、私も新年度の会長に

選出されました。

これまでは頼パスト会長のサポート役と

して活動しておりましたが、いざ自分が会長

となり、優秀な学友役員の皆さんをリードし

ていく立場になったことで、大きなプレッ

シャーを感じました。

しかし、「関西米山学友会の役員は、皆

本当に仲が良く、互いに支え合いながら会を

より盛り上げていこうという思いを持った仲

間の集まりですので、安心してください」と、

顧問を務めてくださっている何パスト会長か

ら温かい言葉をいただき、少し気持ちが楽に

なりました。同時に、自分自身も精一杯頑張

ろうと決意を新たにしました。

今年度のテーマは「広げよう・米山の

絆」です。

関西米山学友同士の交流にとどまらず、

他地区の学友会、さらには他のロータリー青

少年団体との交流も深め、米山の絆をさら

に広げていきたいという思いを込めて、この

テーマを掲げました。

総会の第一部では、ドクター・ネルソン

学友による講演が行われました。幼少期から

現在に至るまでの成功ストーリーや、留学中

の体験談など、後輩たちの励みになるお話

をしていただきました。また、ネルソン学友

がご自身で執筆された書籍も会場で販売され、

その売上はすべて、震災で被災された能登の

子どもたちに寄付されました。

第二部の懇親会では、新規奨学生の紹介

が行われました。多くの国々から来日された

奨学生たちが、それぞれの民族衣装を身にま

とい、自己紹介をされました。オリエンテー

ションからわずか3か月足らずですが、日本

語も大変上達しており、緊張することなく

堂々とスピーチされる姿に、皆さんの素晴ら

しさを感じました。

また、2025年大阪・関西万博や関西米山

学友会設立40周年に向けた企画の発表も行わ

れました。

余興の時間には、学友会による「みん

マーダンス」、EXPO2025共創チャレンジ

「足が速くなるダンス」、そして米山バンド

による「米山の絆」の演奏も披露され、大変

盛り上がりました。

このような総会を通じて、現役奨学生・

学友・ロータリアンの皆さまが、言葉や年齢

の壁を越えて交流を深め、相互理解と絆を築

くことができたと強く感じております。

今後も「広げよう・米山の絆」をテーマ

に、より多くのロータリーファミリーの皆さ

まと交流を深めてまいりたいと考えておりま

す。

引き続きのご支援、ご協力のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。

「広げよう・米山の絆」始動！
2024年度総会開催

米山奨学金学友会　会長 
2010-2011
中国
青森東RC

呉　偉偉
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前回予定されていた宝塚レクリエー

ションが、突然の事情でキャンセルに

なってしまったときは、本当に残念で

した。楽しみにしていただけに、がっ

かりした気持ちを今でも覚えています。

でも、去年9月にまたこうして機会をい

ただき、皆さんと一緒に観劇できたこ

とは、とてもラッキーで嬉しいことで

した。

私にとって宝塚は今回が初めてで、

普段は電車の中吊り広告やポスターで

見るくらい。どこか遠い世界のように

感じていたのですが、実際に劇場に足

を運び、舞台が始まると、その華やか

さに一気に引き込まれてしまいました。

まるで夢の中にいるようで、現実を忘

れてしばらくの間、幻想的な世界に

浸っていました。

舞台の豪華なセットやきらびやかな

衣装、出演者の方々のキレのある動き

と美しい歌声、そして観客全体が作る

一体感。それらすべてが一つになって、

本当に特別な空間がそこにありました。

「大阪って、こんなにすごい文化があ

るんだ！」と、日本の奥深さを改めて

感じました。

そして何より印象的だったのは、異

なる国や文化、世代を持つ私たち米山

奨学生が、ロータリアンや学友会の皆

さんと一緒に同じ舞台を観て、同じ感

動を共有できたことです。言葉や文化

の違いなんて、この時間には関係な

かったように思います。一緒に笑った

り、驚いたり、感想を語り合ったりす

る中で、自然と心が近づいた気がしま

した。

こんな素敵な体験をさせていただけ

たことに、心から感謝しています。ま

たみんなで観劇できる日を楽しみにし

ています！

夢の舞台で心がつながる 〜 宝塚観劇レポート 〜

2024-2025  
中国 
大阪東RC

秦　莉
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今回、2610地区学友会との合同活動

「米山ボランティア交流会 in 輪島」に

参加し、現地の被災地支援活動や学友

同士の意見交換を通じて、多くの学び

と気づきを得ました。

1日目は、石川県の兼六園を訪れた

後、能登青少年交流の家で交流会が行

われ、両地区の活動報告や今後の学友

会のあり方について意見を交わしまし

た。普段は異なる地域で活動している

ロータリアンの方々とじっくり話すこ

とができたので、自分たちの活動を見

つめ直す良いきっかけとなりました。

また、2日目は、輪島市内で被災し

た学校への寄付の贈呈と、老人ホーム

の清掃活動を行いました。私の専攻は

防災政策であり、今回のように震災後

の地域の現場に足を運び、自ら手を動

かすことは、机上の学びを実感として

深める貴重な体験でした。大雨の中で

の活動でしたが、参加者全員が力を合

わせることで、短時間でも目に見える

成果を出せることができました。

その中でも、特に印象に残ったの

は、 地域の人々と協力を通じて、被災

地が少しずつ日常を取り戻そうとして

いる姿と、それを支える多くの小さな

力の積み重ねです。 私は、政策を学

ぶ学生として社会問題を解決するには、

地域コミュニティ内で「自ら行動する

責任」を理解することが重要だと考え

ています。この考えは、私が米山奨学

生としての活動を通じて、地域貢献や

国際交流の重要性を実感し、さらに学

びを深める動機となっています。

今回の経験を糧に、将来には、 引き

続き防災の現場と向き合いながら、韓

国と日本の防災政策を推進する研究者

として学びを深めていきたいと思いま

す。また、ロータリーのネットワーク

を活用し、国際的な視野で防災対策を

広め、より安全な社会づくりに貢献し

ていきたいと考えています。

活動をご一緒してくださった皆さ

ま、そして受け入れてくださった現地

の方々に心より感謝申し上げます。

「米山ボランティア交流会  
 in 輪島」に参加して

2024-2025
韓国
高槻東RC

金　ダソル
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ポリオという病気は5歳未満の子ど

もが特に感染しやすいと言われていま

す。ポリオを根絶することは、決して

不可能なことではありません。それは

大人や保護者などが子どものためにワ

クチンの接種を意識することでしょう。

悲惨なことに、ガザ地区、アフガニス

タン、パキスタンではポリオがまだ存

在しているようです。ロータリーが世

界中の子どもにポリオを根絶させよう

という約束をし、接種などの活動を行

うために、「エンドポリオナウ」とい

うイベントを定期的に開催し、それら

のイベントで得た利益をワクチン購入

に使用しているようです。このような

意義あるキャンペーンの目的を知り、

私も自分にできることを少しでも役立

てたいと思い、積極的に関わっていこ

うと決意しました。

　2024年度の「エンドポリオナウ」

でベトナム料理のブースで販売係をし

たり米山バンドのシンガーとして歌を

歌ったりしました。イベントの会場で

「世界にポリオをフィニッシュさせよ

う」と考えている若手の方々に出会え

て、充実した一日でした。

ロータリー米山学友会の一員とし

て、私ができることは全国の学校での

セミナーを通じて宣伝を行うことです。

一見、社会人に向けた宣伝のほうが多

くの募金を集められると思われるかも

しれないが、募金の額だけが重要わけ

ではありません。生徒達にポリオに関

する知識を伝える義務があると思われ

ます。多くの人々の応援を集めれば、

様々なアイデアが生み出せるのではな

いかと考えられます。

私ができることは小さいだろうが、

このキャンペーンのホームページにも

記載してあるように「ポリオは根絶で

きると強く思います。みんなの力があ

れば、つまり一人一人の力を合わせて、

ポリオは絶対この世界からなくなると

信じています！

エンドポリオ－私にできるポリオ支援

2024-2025  
ベトナム 
大阪 RC

LE NGOC QUYNH NHU
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昨年2024年10月20日に開催された

「2024-2025年度 国際ロータリー第2660

地区ローターアクト ポリオデーイベント」

に、米山学友会の実行役員長として参加させ

ていただきました。このイベントは「ポリオ

根絶」を目指すロータリーの大きな取り組み

の一つとして行われており、我々米山学友会

のメンバーにとっても非常に意味のある活動

となりました。

当日は、米山学友会としてベトナム料

理と中華料理のブースを出店しました。メ

ニューは本格的な味にこだわり、どちらも多

くの来場者の方々にご好評をいただきました。

とくにベトナムの蒸し春巻きは「初めて食べ

たけど美味しい！」という声をたくさんいた

だき、私自身、自国の文化を紹介できたこと

に大きな喜びを感じました。中華料理も同様

に人気で、開場から間もなくすべての商品が

完売となり、達成感と感謝の気持ちでいっぱ

いになりました。また、今回のイベントでは

米山学友会のメンバーによるバンド演奏も行

いました。演奏だけでなく歌も披露し、会場

を大いに盛り上げることができたと思います。

このバンド演奏のために、我々は数か月前か

ら毎週土曜日に集まり、真剣に練習を重ねて

きました。それぞれ仕事や学業で忙しい中で

も時間を作り、練習に励んできたことが本番

の成功につながったと思います。練習を通じ

て、メンバー同士の信頼関係が一層深まり、

学友会の団結力がより強くなりました。そし

て何より、ローターアクトクラブの方々との

交流を通じて、お互いの活動への理解と尊重

が生まれたことは大きな成果だと感じていま

す。イベント当日だけでなく、その準備過程

の中でも、私たちは多くの学びと成長の機会

を得ました。

ローターアクトの皆さんはとても親切で、

明るく、行動力に溢れていて、初めて参加し

た学友会メンバーもすぐに溶け込むことがで

きました。イベント後の振り返りでも、今後

はより密に協力し、地域や世界の課題に一緒

に取り組んでいきたいという前向きな声が多

く上がりました。私自身も、今回の経験を通

して、ロータリーのネットワークの広さと力

を改めて実感しました。今回のポリオデーイ

ベントは、単なるボランティア活動ではなく、

人と人との「つながり」を強く感じられる場

でもありました。そして、日本社会の一員と

して貢献できたことに、深い誇りと感謝の気

持ちを抱いています。今後も私は、米山学友

会の活動を通じて、ロータリーが掲げる「超

我の奉仕」の精神を胸に、地域社会や国際社

会に貢献していきたいと考えています。また、

ローターアクトの皆様とも引き続き協力し合

いながら、次世代の留学生や若者たちの架け

橋となれるよう努めてまいります。

最後になりますが、今回のイベントの運

営にご尽力くださったローターアクトクラブ

の皆様、参加を支えてくださったロータリー

クラブの皆様、そして温かく迎えてくださっ

たすべての方々に心より御礼申し上げます。

貴重な経験をさせていただき、本当にありが

とうございました。

ポリオデーイベント報告

2019-2021  
ベトナム 
摂津 RC

VO NU TRUONG GIANG
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2024年のクリスマス会は，私にとっ

て非常に印象深いイベントとなりまし

た。私は主催者の一人として企画から

当日の運営まで関わらせていただき，

参加者の皆さんに楽しい時間を提供す

ることの難しさとやりがいを実感しま

した。

会の準備は数ヶ月前から始まりま

した。プログラムの構成，会場の配置

の調整，参加者への案内，店の予約や

下調べなど，細かい部分まで多くの調

整が必要でした。特に悩んだのは，年

代や背景の異なる参加者全員が楽しめ

て，自然と参加できるような内容にす

ることでした。打ち合わせを重ねる中

で，意見が分かれる場面もありました

が，「皆が楽しめて参加できる企画に

したい」という共通の思いが私たちを

一つにしてくれました。

当日は，参加者の皆さんの楽しそ

うな笑顔を見た瞬間，それまでの苦労

が一気に報われた気がしました。特に

バンド演奏では会場の雰囲気が一段と

盛り上がり，参加者と演奏者が一緒に

歌いながら，まるでステージとフロア

の境界がなくなったかのような一体感

が生まれました。音楽を通して自然と

一体感が生まれ，世代や言語を超えて

会場が一つになったように感じました。

その他のゲームなども好評で，会全体

が温かく和やかな雰囲気に包まれてい

ました。終了後には「とても楽しかっ

た」といった嬉しい声を多くいただき，

達成感と同時に，来年に向けての意欲

も湧いてきました。　　

このクリスマス会を通して感じたこ

とは，イベントの成功には準備の丁寧

さとチームの協力が欠かせないという

ことです。また，相手の立場に立って

考えることの大切さも改めて学びまし

た。関係者として関わったからこそ得

られた気づきが多く，私自身にとって

大変貴重な経験となりました。

今後も，こうした機会があれば積極

的に関わり，多くの人に笑顔を届けら

れるよう努めていきたいと思います。

笑顔と音楽に包まれたクリスマス会

2019-2021  
韓国 
豊中南RC

申　ユリ



18 米山奨学生学友会（関西）2024-2025　

「第23回ロータリーXmas in USJ」

に参加し、児童養護施設の子どもたち

とユニバーサル・スタジオ・ジャパン

で過ごした一日は、心温まる、忘れが

たい時間となりました。子どもたちの

笑顔は、言葉に表せないほど深く心に

残り、その一瞬一瞬が宝物のように感

じられました。最初は緊張していた子

どもたちも、アトラクションを楽しみ、

次第にリラックスしていきました。お

しゃべりや遊びを通して、彼らの心が

少しずつ開かれていく様子を見ること

ができ、その成長に触れることができ

たことに、大きな喜びを感じました。

彼らの笑顔がこぼれる瞬間、私は心

の底から「来てよかった」と感じ、温

かな気持ちに包まれました。特別なこ

とをしているわけではなく、ただ一緒

に歩き、笑い合い、何気ない会話を交

わすだけでも、私たちの間に深い絆が

生まれていることを実感しました。そ

れがどんなに貴重で大切な時間である

かを、改めて考えさせられました。

一緒に過ごす時間が流れる中で、子

どもたちの自然な反応や笑顔が、私に

とって一番の贈り物でした。彼らがリ

ラックスし、楽しんでいる姿を見るこ

とができたことに心から感謝していま

す。また、何気ない日常の一コマがこ

んなにも温かいものであることに気づ

かされ、私自身が多くのことを学び、

感じることができました。

こうした素晴らしい時間が実現でき

たのは、大阪ユニバーサルシティロー

タリークラブの皆さまをはじめ、当日

の準備や運営に尽力してくださった多

くの方々のおかげです。皆さんのご協

力のおかげで、子どもたちにとっても

特別な一日となり、その思い出はきっ

と長い間心に残ることでしょう。こう

した活動が今後も末永く続き、さらに

多くの子どもたちに笑顔を届けること

ができることを、心より願っています。

また、この経験を通じて、改めて

人とのつながりの尊さ、そして誰かに

寄り添うことの温かさを深く感じまし

た。私自身も、誰かの心に寄り添える

存在でありたいと強く感じ、これから

も周りの人々と共に心を通わせながら

過ごしていきたいと思います。人と人

とのつながりがどれほど大切で、かけ

がえのないものであるかを改めて実感

し、その一瞬一瞬を大切にしていこう

と心に誓いました。この経験は、私に

とって今後の人生の大きな財産となる

ことでしょう。

「子どもたちの笑顔は、
 

私たちへの贈りもの」

2023-2024
ベトナム
大阪御堂筋本町RC

HO DIEU LY（ホ・ジュウリ）
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みんなさま、こんにちは！米山奨学

生のベトナム出身のチャン トゥ ハです。

世話クラブは枚方ロータリークラブで

す。

修了式を迎え、改めてこの2年間を

振り返ると、本当にあっという間だっ

たと感じます。面接を終えて合格発表

を待っていたときの不安、そして「米

山奨学金に合格したよ」という知らせ

をもらったときの喜びは、今でも心に

深く残っています。

オリエンテーションで初めてクラ

ブの皆さま、他の奨学生、メンターと

お会いしたときは緊張していました

が、新しい出会いに胸を高鳴らせたの

を覚えています。その後の例会や懇親

会では、いつも「元気？」「勉強は順

調？」と温かい言葉をかけていただき、

異国の地で頑張る私を支えてくれまし

た。米山奨学金は、単なる経済的な支

援にとどまらず、夢を追い続ける私た

ちにとっての勇気であり、支えであり、

希望そのものでした。

思うようにいかず悩むこともあり

ましたが、例会でのスピーチを通じて

自分の成長を感じ、ロータリークラブ

の皆さまの励ましのおかげで前に進む

ことができました。カウンセラーやク

ラブの皆さま、学友会のメンターと過

ごした時間、米山での出会いと学びは、

これからの人生を支える大きな宝物で

す。そして日本という国は、今では私

の「第二の故郷」になりました。

一緒に歩んできた奨学生仲間にも

心から感謝しています。異なる国や文

化を背景に持つ私たちが、ときに悩み、

ときに笑い合い、支え合った日々は決

して忘れません。これからそれぞれの

道を歩んでいきますが、ここで築いた

絆は永遠です。

日本語の勉強する第一歩は50音から

始まりました。最初の列は「あ・い・

う・え・お」、そして最後の列には

「わ・を・ん」が並びます。【あい＝

愛】から始まり、【をん＝恩】で終わ

る日本語の素晴らしさを感じています。

米山奨学生の生活も、その言葉どおり

愛に支えられ、恩を胸に進む時間でし

た。これからは、この恩を忘れず、一

歩ずつ自分の道を歩んでいきたいと思

います。

ロータリー米山の「愛」と「恩」

2023-2025  
ベトナム 
枚方RC

TRAN THU HA
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こんにちは。24年度感謝祭の実行委

員長だったイジヒョンです。今回の感

謝祭のテーマは「WISH」でした。

私たちは奨学生としてロータリー

ファミリーの一員となり、

それぞれの夢を持ち、これからの人

生を歩んでいきます。希望を胸に、一

歩一歩前へ進んでいく——そんな思い

を込めて、このテーマを選びました。

また、今回の感謝祭を通じて私が学

んだことと感じたことについて話した

いと思います。

最初は学業やボランティア活動、就

活 な ど い ろ い ろ や る こ と も 多 い の

に、感謝祭の委員長まですることが正

しい選択だったのだろうかという瞬間

もあったし、だんだん感謝祭の日が近

づくほど私はできないというプレッ

シャーで逃げ出したかった瞬間もあり

ました。

しかし、皆が力を合わせて完成しよ

うと努力する姿を見て、私も自責する

ことを止め、責任感を持ってますます

真剣に臨むようになりました。そして、

チームとして目標を持って動くことが

どれほど楽しいかを分かり、いつの間

にか感謝祭の仕事にはまっていました。

その結果、無事に感謝祭を終えるこ

とができ、自分自身も成長できるきっ

かけになりました。

実は自分に自信がなく、恥ずかし

がり屋で発表も苦手だった私でしたが、

米山奨学生になってから徐々に自信を

得ています。そういう意味で感謝祭は

私にとって大きなターニングポイント

でもありました。

短い期間でしたがおかげさまでたく

さんのことを学んでたくさんの思い出

を作ることができて本当にありがとう

ございます。

楽しく一緒に

2024-2025
韓国 
東大阪東RC

李　知泫
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私は関西ロータリー米山学友会の

役員として、茨木東ロータリークラブ

と摂津ロータリークラブに卓話の機会

をいただき、米山学友会の活動などに

ついて発表させていただきました。卓

話の場に立つという貴重な経験を通じ

て、多くの学びと気づきを得ることが

できましたので、ここに感想を記させ

ていただきます。私は大学生時代に

ロータリー米山記念奨学金を受け、多

くのロータリーアンの皆様に温かく支

えていただきました。異国での生活に

不安や孤独を感じることもありました

が、カウンセラーの方をはじめ、ロー

タリーの方々の励ましやご配慮のおか

げで、学業に専念することができまし

た。卒業後も米山学友会の一員として

活動を続けているのは、その恩返しの

気持ちからです。

今回、卓話という形でロータリーク

ラブの皆様に直接お話しする機会をい

ただき、大変光栄でした。私の話に熱

心に耳を傾けてくださる皆様の姿がと

ても印象的で、あらためてロータリー

の温かい精神に触れることができまし

た。米山奨学金の仕組みや、学友会の

ボランティア活動、地域との交流イベ

ントなどについて紹介する中で、自分

自身もこれまでの経験を振り返り、改

めて感謝の気持ちを実感しました。卓

話の後、多くの方々から励ましのお言

葉やご質問をいただき、大変嬉しく思

いました。皆様が外国人留学生の教育

支援に深い関心を持ち、心を込めてサ

ポートしてくださっていることを改

めて知り、感動いたしました。特に、

「卒業しても日本に残って社会に貢献

しようとしているあなたの姿勢に感銘

を受けた」というお言葉は、私の心に

深く残っています。これからもロータ

リーの精神を胸に、自分なりの形で社

会に貢献していきたいと強く思いまし

た。

また、卓話を通じて、ロータリー

アンの皆様との距離がぐっと近くなっ

たように感じています。奨学生時代に

はなかなか伝えきれなかった感謝の思

いを、ようやく言葉にして直接届ける

ことができたのではないかと思います。

そして何より、皆様がとても優しく、

温かく迎えてくださったことに心より

感謝しております。今後も米山学友会

の活動を通じて、次世代の留学生の支

援や地域社会との橋渡し役として、少

しでもお役に立てるよう努めてまいり

ます。そして、米山奨学金で得た学び

やつながりを大切にしながら、日越両

国の友好関係の発展にも貢献していき

たいと考えております。

最後になりますが、今回このような

貴重な機会を与えてくださったロータ

リークラブの皆様に心より感謝申し上

げます。これからもどうぞご指導ご鞭

撻のほど、よろしくお願いいたします。

卓話を通じて伝えたかった思い

2019-2021  
ベトナム 
摂津 RC

VO NU TRUONG 
GIANG
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2024年7月より、2660地区の地区ロータリー学

友会の委員会に出向することとなりました。「ロータ

リー学友会ってどんな学友会なの？」「どんな活動を

しているグループなのかよく分からない」という声も

多く耳にしますので、ここで簡単にご紹介させていた

だきます。

ロータリーの「学友」とは、ロータリーの教育的

プログラムに参加した人を指します。2660地区では、

ローターアクト、インターアクト、ライラ（RYLA）、

ローテックス（青少年交換経験者）、そして米山記念

奨学生のOBOGである米山学友会、グローバル補助

金による職業研修チーム（VTT）、研究グループ交換

（GSE）などが含まれます。米山学友会を除き、い

くつかのプログラムには年齢制限があるため、プログ

ラム終了後は関わる機会が減ってしまうのが現状です。

しかし、各プログラムを通じてロータリーと深く関

わった仲間たちが、年齢を超えてつながり続けられる

場が求められていました。

このような背景のもと、2016-17年度松本進也ガ

バナーの年度で、日本初のマルチプログラム型地区

ロータリー学友会がここ第2660地区に誕生しました。

2017年3月には国際ロータリー（RI）より加盟認証を

受け、同年5月13日にはグランド白楽天にて加盟認証

状伝達式が開催されました。ロータリー学友会は、す

べての青少年プログラム卒業者および米山学友が年齢

に関係なく所属できる、新しい形の学友会です。　　　　　

毎年、総会や交流イベントを通じて、プログラム

の枠を超えた横断的なつながりを促進し、社会活動や

奉仕活動への新しいアイデアを育む機会を提供してい

ます。また、ロータリーファミリーとしての絆を強化

し、ロータリークラブやロータリアンとの連携を深め

る役割も担っています。

これまでの活動として、年に一度の総会を開催し、

講演会や交流会などを通して会員同士の親睦を深めて

きました。今年は新たな試みとして「春の2日間総会＆

BBQ交流会」を実施。1日目の4月19日にはオンライ

ン（Zoom）で総会を開催し、翌日4月20日には野外で

BBQ交流会を行い、リラックスした雰囲気の中で、プ

ログラムを超えたつながりがさらに深まりました。最

後には、皆で片づけやゴミ拾いをし、集合写真を撮る

など、協力して一日を締めくくることができました。

このように、第2660地区ロータリー学友会は、卒

業後もロータリーの理念である「超我の奉仕」を実践

し続ける仲間たちがつながれる場として、温かなコ

ミュニティを育んでいます。年齢やプログラムの違い

を越え、互いに刺激を受け合いながら、より良い社会

貢献の形を模索しています。

今後は特に、本年度および次年度のガバナー、地

区学友会委員会のロータリアンをはじめ、学友、現役

米山奨学生、ご家族、ご友人など、より多くの関係者

が気軽に参加できる開かれた交流の場づくりに力を入

れてまいります。ロータリーファミリーとしての絆を

さらに深め、誰もが活躍できるあたたかな場を目指し

て活動を続けていきたいと考えています。

私は現在、地区学友会メンバーとして2年目を迎え

ます。まだまだ学ぶことも多い立場ですが、これまで

ロータリープログラムに関わってこられた皆さまと力

を合わせ、学友会のさらなる発展に貢献していけるよ

う、努めてまいります。

今後とも、温かいご支援とご協力を賜りますよう、

どうぞよろしくお願いいたします。

第2660地区ロータリー地区
学友会の活動について

2006-2007
台湾
やまと西和(旧王寺)RC

賴　香奈依
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■関西米山学友会の発足と現状 

関西米山学友会は、1986年5月11日

に265地区（現 2650）、266地区（現 

2660）、268地区（現 2680）の米

山奨学生学友によって設立されました。

創立総会には29名が参加し、同年11月

9日には初の交流懇親会が開催されまし

た。以来、多くのロータリアンや学友

の支えによって、現在の学友会が築か

れています。

■会員構成

関西米山学友会は多国籍の学友に

よって構成されており、2012年には

会費制度を廃止し、登録制会員制度

へと移行しました。2024年末までの

登録会員数は約510名となっていま

す。会員は関西に勤務・居住する学友

や、2660地区出身の学友で形成されて

おり、2023年7月より正式名称が「国

際ロータリー第2660米山奨学生学友会

（関西）」に変更されました。

■活動内容  

学友会では、会長をはじめ役員が

それぞれの役割を担い、年間を通じて

様々な活動を企画・運営しています。  

夏：総会  

秋：研修交流会  

冬：年末交流会  

春：米山感謝会  

また、地区主催の米山奨学生関連

の行事にも積極的に協力し、海外や他

地区の学友会総会へも参加しています。

特に、米山世界大会は当学友会が最も

力を入れて応援している活動のひとつ

です。  

■学友会の意義と使命  

国際親善・国際交流の架け橋とな

ることこそが、関西米山学友会の最大

の貢献であると、会員一同理解してい

ます。現在、世界中に2万人以上の米

山学友が存在し、この広がりが私たち

の活動の支えであり、力となっていま

す。長年の先輩方が築いてきた学友会

を、さらに広げ、次世代へ継承してい

くことが私たちの使命です。  

■40周年記念式典に向けて  

2025年7月6日

関西米山学友会40周年記念式典を、

皆さまとともに盛大に祝いましょう！

関西米山学友会40年のあゆみ

1987-1989  
台湾 
奈良RC

何　玉翠（HO YUTSUI）
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HUYNH THI 
PHUC QUYNH

大東中央RC 
大阪産業大学 
ベトナム

蒋　晴

大阪淀川RC 
大阪大学 
中国

FRICKE, 
JOSHUA

大阪北RC 
大阪大学 
ドイツ

宋　姝璇

豊中南RC 
関西大学（吹田市） 
中国

YANGSEN, 
NICHOLAS

摂津RC 
関西大学（吹田市） 
インドネシア

李　永昊

大阪咲洲RC 
大阪公立大学（杉本） 
韓国

NGUYEN MAI 
THI

大東RC 
大阪産業大学 
ベトナム

阿　吉賽罕

豊中RC 
大阪大学 
中国

ELVITIGALA, 
KELUM 

CHAMARA MANOJ 
LAKMAL

大阪天満橋RC 
大阪大学 
スリランカ

黄　愛真

千里RC 
関西大学（吹田市） 
韓国

MEGAT ADAM 
BIN MEGAT 

HARRIS
大阪南RC 
近畿大学（東大阪） 
マレーシア

姜　雅婷

交野RC 
大阪工業大学 
中国

JOBS, DEVON 
ADITYA

箕面RC 
大阪工業大学 
インドネシア

秦　莉

大阪東RC 
大阪大学 
中国

李　敏

茨木RC 
大阪大学 
中国

李　暁晗

大阪堂島RC 
関西大学（吹田市） 
中国

TRAN THU HA

枚方RC 
摂南大学 
ベトナム

GONCHIGSUREN, 
UUGANBAYAR

大阪東淀ちゃやまちRC 
関西医科大学 
モンゴル

2024〜2025年度現役奨学生
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KITO, LEWIS

守口RC 
関西大学（吹田市） 
インドネシア

張　宇程

大阪平野RC 
関西大学（吹田市） 
台湾

張　晨陽

大阪船場RC 
近畿大学（東大阪） 
中国

李　謹成

大阪柏原RC 
大阪教育大学 
中国

LE NGOC 
QUYNH NHU

大阪RC 
大阪教育大学 
ベトナム

金　智源

八尾RC 
大阪経済法科大学 
韓国

YANSSEN 
RAMAPUTRA

大阪中央RC 
関西大学（吹田市） 
インドネシア

劉　泓子

池田くれはRC 
関西大学（吹田市） 
中国

趙　浩辰

東大阪中央RC 
大阪ハイテクノロジー専門学校 
中国

劉　德瑜

大阪中之島RC 
大阪教育大学 
台湾

NGUYEN NGOC 
MAI

香里園RC 
大阪経済大学 
ベトナム

管　新寧

大阪難波RC 
大阪公立大学（杉本） 
中国

王　怡静

大阪西南RC 
関西大学（吹田市） 
中国

馬　光恩

豊中千里RC 
関西大学（吹田市） 
韓国

VU NGOC ANH 
NGUYET

大阪心斎橋RC 
大阪学院大学 
ベトナム

蔡　宇鋒

大阪御堂筋本町RC 
大阪教育大学 
中国

韓　松竹

寝屋川RC 
大阪経済大学 
中国

宋　ﾊﾇﾙ

守口イブニングRC 
大阪公立大学（杉本） 
韓国

2024〜2025年度現役奨学生
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EDRIC WILBERT

吹田RC 
大阪工業大学 
インドネシア

NGUYEN HOANG 
NHU Y

大阪城東RC 
大阪国際大学 
ベトナム

AYE NYEINT KO

大阪ﾕﾆﾊﾞー ｻﾙｼﾃｨRC 
大阪産業大学 
ミャンマー

李　知泫

東大阪東RC 
大阪産業大学 
韓国

AVCI, 
RAMAZAN 
FURKAN

大阪うつぼRC 
大阪産業大学 
トルコ

DOI SON HOA

吹田江坂RC 
大阪女学院大学 
ベトナム

宋　俊秀

吹田西RC 
大阪大学 
韓国

陳　浩

大阪リバーサイドRC 
大阪大学 
中国

劉　陽

池田RC 
大阪大学 
中国

賈　斯童

東大阪RC 
大阪大学 
中国

NGUYEN CAM 
NHUNG

千里メイプルRC 
大阪大学 
ベトナム

崔　琪

大阪城北RC 
大阪大学 
中国

ASMAA, 
ALZOUBI

大阪大淀RC 
大阪大学 
シリア

朴　麟俊

茨木東RC 
立命館大学（茨木） 
韓国

金　ﾀﾞｿﾙ

高槻東RC 
立命館大学（茨木） 
韓国

呉　崧源

高槻RC 
立命館大学（茨木） 
中国

LIM, DABIN

新大阪RC 
大阪大学 
韓国

2024〜2025年度現役奨学生
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2024〜2025年度役員

会 長
呉　偉偉

2010-2011
青森東 RC

中国

会 計
梅　星

2019-2020 
大阪城東 RC 

中国

理 事
賴　香奈依
2006-2007 

やまと西和 RC ( 旧王寺 RC)  
台湾

理 事
趙　 航

2019-2021  
宮崎北 RC

中国

理 事
王　梓

2021-2022  
大阪西南 RC

中国

サ ブ 理 事
劉　文婷

2019-2020  
大阪中之島 RC

台湾

副 会 長
VO NU TRUONG GIANG

2019-2021  
摂津 RC
ベトナム

会 計 監 査
李 麗兪

1984-1986  
奈良 RC 

台湾

理 事
單　雅婷

2012-2013 
四條畷 RC

台湾

理 事
SHRESTHA SUMAN

2020-2022 
大阪西北 RC 

ネパール

理 事
申　ユリ

2019-2021  
豊中南 RC

韓国

サ ブ 理 事
陳　玉芬

2020-2022  
大阪中之島 RC

台湾

幹 事 長
HO DIEU LY
2023-2024

大阪御堂筋本町 RC
ベトナム

顧 問
何　玉翠

1987-1989  
奈良 RC

台湾

理 事
鄭　詩頴

2018-2020 
池田くれは RC 

台湾 

理 事
張　昇勳

2017-2018  
高知北 RC 

韓国

広 報
鍾　允順

2014-2015
池田くれは RC

台湾 

サ ブ 理 事
張　元享

2023-2024  
大阪大淀 RC

台湾




